
　一般社団法人日本ジュエリー協会
（JJA）の「第12回通常総会」が6月6
日、オーラムビルで開催され、2022年
度の事業報告、決算報告など第1号議
案から第3号議案まで議案通り承認
可決された。
　総会後、記者発表が開催され、第3
号議案にあった役員の選任による、新
役員が発表された。
　新しい会長は、長堀慶太氏（ナガホ
リ）。副会長は、加藤久雄氏（柏圭）と
望月尚氏（五幸商会）。
　部会長は、総務部会＝加藤久雄氏
（柏圭）、広報部会＝山口純氏（徳力本
店）、財務部会＝丸山雅史氏（エス
テールホールディングス）、JC部会＝青
木千秋氏（カフェリング）、宝石部会＝
今西信隆氏（今与）、消費者・技術者
部会＝深沢栄二氏（光・彩）、活性化部
会＝山口純氏（国内活性化）、望月尚
（海外支援）、今西信隆（デザインア
ワード）。ほか16委員会。

　今回は、職種のバランスと地域性が
勘案された結果として14人が再任さ
れ、新役員には川村忠男氏（エスジュ
エリジュエリー）、比護博幸氏（エヌ
ジェー）、藤田健氏（藤田商店）、政木
喜仁氏（東京貴宝）、三村真二氏（三
村時計店）の5人が理事となった。
　第13代会長となった長堀慶太氏は
「任期の2年間は、前会長や役員が築き
積み上げてきた実績をベースに、業界の
更なる活性化と健全な発展に向けた活
動を全力で推し進める」と誓った。　　
　また、「円安、素材の高騰、物価上昇
と厳しい環境は続くが、宝飾市場規模
は前年比6.3％増と14年振りに1兆円

を超え、世界状
況を含め余談は
許さないが、23
年度も回復傾向
が予測され期待
できる」とした上
で、「今期も引き
続き、消費者信
頼の向上策の充
実、人材育成の

強化、業界活性化策の充実の3項目を
重点策として、市場環境の更なる改善
に貢献できるよう役員一同一致団結し
て取り組んでいく」とした。具体的には
「消費者への情報開示と消費者への
啓発活動の推進による業界活性化の
基盤づくりへの寄与。人材育成策とし
て、技能競技大会への協力等を通じ
て、若年層を中心とした技能者への支
援強化、更にJC資格者に対する制度
充実と資格者拡大、国内外における展
示会の充実と公式インスタグラムによ
る広報活動と発信力の強化、あこや真
珠販売促進として他団体とのフォロー
アップと企画の充実、信頼ある普及活

動の推進などを継続的且つ地道な活
動として取り組む」とした。
　来賓には、ジュエリー議員連盟より
副会長の高市早苗氏、幹事長代理の
堀内詔子氏、幹事の亀岡偉民氏が出
席し、それぞれが挨拶。
　乾杯は、議員連盟事務局長の辻清
人氏が行い、歓談に入った。
　中締めは、加藤副会長が「各事業を
通じて、正しい情報を消費者に伝え安
心と信頼を心がけ、盛り上げていく」と
述べ、三本締めでお開きとなった。

　セイコーグループ㈱は、6月10日の
「時の記念日」にちなみ、生活者に時間
についての意識や実態を探る調査を
2017年から実施、毎年「セイコー時間
白書」として発表している。
　2023年の現代人や若者を取り巻く
社会環境に目まぐるしい変容が起こっ
ている。
　人それぞれの豊かな時、自分らしい

時間を過ごしてもらうことを願
い、日本人の時間に対する意識・
価値観に関する変化や多様性
を捉えるため、「日常」と「人生」
における時間の使い方・捉え方
について今年も調査を行った。
　
　日常の時間の使い方（タイムパ
フォーマンス実態）では、日常のさ

まざまな
シーンで
9割が「タ
イパを重
視」。タイ
パ を 重

視したい時間も、生まれた時間の
使い道も、ともに「睡眠」がトップ。
また、タイパ重視も「時短」だけが
目的ではなく、タイムマネジメント
で「人生を豊かにする時間」を生
み出している。「何もしない」時間
も役割を重視し、「効率重視」と
「じっくり没入」の時間の使い方に
もメリハリが生まれている。
　一方で、人生という時間の捉
え方（ライフイベントへの価値
観）では、「学び」「仕事」「結婚」
といったライフイベントを経験す
る年代に固定観念がある一方
で、『何歳でも挑戦できる』という

前向きな声もある。
　時間感覚（定点観測）では、依然とし
て時間に追われる現代人の過半数が
「1日24時間では足りない」と回答し、
現在の生活を表す言葉の1位は
「粛々」から「ばたばた」に変化してい
る。コロナの制限緩和からの影響なの
か、10代の半数がリアルなコミュニ
ケーションに戸惑いを感じている。
　詳細な調査
結果は、セイ
コーグループの
公 式 ホ ー ム
ページから閲
覧できる。
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　東京貴宝㈱（東京都台東区、政木
喜仁社長）は、コロナ禍中は各種取り
組みが出来ずにいた、「ロイヤルジュエ
リーコレクションTOKYO」を、今年は
イベントを盛り込んだ盛大な催しにす
ると、6月6日に記者発表を開催した。
　政木社長は「お陰様で今年で41回
目を迎えます。昨年は節目の40回でし
たが、大々的に行うことができませんで
した。今年はようやくコロナも明け、昨
年まで出来なかった色々なイベントな
どで盛大なロイヤル会の再開の年にし
たいと思っています」との意気込みを
語り、続けて「それに向け、創作活動
40周年を迎える梶光夫先生と、弊社
のルシオラの25年目、そしてラストイ
ヤーとなる夏樹陽子先生のお二人に
相談したところ、大きく盛り上げて行き
ましょうと力強いお言葉を頂き、今回は
両ブランドを大きくメインに取り上げた
企画を考えました」と説明した。また最
後に「やはり多くのお客様がロイヤル
会を楽しみにしていますし、小売店様
をはじめ、取引先様にも喜んでいただ
けるよう、これまで以上に盛り上がるロ
イヤル会にする
ための準備を
進めています」
と述べ、集客と
売上はコロナ
前の水準に戻

し、さらにそれを越
えるよう、社員一同
が一丸となって頑
張っていくとした。
　今年も、東京プリ
ンスホテル2階全フ
ロアを貸し切り、7月
8日・9日の2日間に
開催する。時間は
10時～19時。
出展は34ブラン
ド・ 4 5 コ ー
ナー。「ECRE-
V」、「SAKURA 
DIAMOND」、
「LUCCIOLA」

をはじめ、ダイヤモンド、カラーストーン、
パール、珊瑚、カメオ、デザイナーズブラ
ンド、地金ネックレス、メガネ、ハンド
バック、宝石絵画などが展示される。
　またシンボリックブランドとして、今
年で創作活動40周年となる梶光夫氏
と、今年度が「ルシオラ」として最後の
創作活動となる夏樹陽子氏の2大ブラ
ンドにスポットを当てる。
　梶氏は、ロイヤル会がスタートした
1983年から今回まで長きに渡り連続
して出展しており、各コレクションから
40周年記念ジュエリーを発表する。
　夏樹氏は、ジュエリーを身に着ける
ことで笑顔になり、日々明るく幸せな気
持ちで過ごしてもらいたいという想いは
これからも変わらないとするが、芸能活
動45周年、ルシオラをスタートしてから
25周年を迎える今年がラストイヤーと
なる。
　なお会場では1日1回の限定で、両
氏によるスペシャルトークショーが開
催される（14時より）。ジュエリーデザ
インと芸能界の第一線で活躍された2
人の特別対談は貴重なものとなる。
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